











Immunohistochemical and ultrastructual analγses of i n situ 
activation of hepatic stellate cells around Propionibacterium 
acnes-induced granuloma in the rat live 











[方法]Wistar系雄性ラット 6週齢の尾静脈より熱処理した Propionibαcteriumacnes (P. acnes) 10 
mg!kg体重を技与した。 1，3， 5， 7， 14および20I:i目に標本を採取し免疫組織学，電子顕微鏡および
生化学的に解析した。免疫組織学的には， desmin，α-smooth muscle actin (α-SM actin)， collagen 






























インであるtransforminggrowth favtor-βならびに platelet-derivedgrowth factorが.星細胞活性
化に先立つ 3日自に，肉芽腫内に存在することが免疫染色によって示された。このことより.肉芽腫を構
成するマクロファージによって産生されたこれらサイトカインが隣接する星細胞に作用して活性化を引き
起こしたものと考えられた。
本論文は星細胞活性化におけるマクロファージの役割をm VIVOにおいて証明したものであり，この成
果は肝の炎症における星細胞の形質転換ならびに病態形成への関与を解明するにあたって貢献するところ
が大きいと評価された。よって著者は博士(医学〉の学位を授与されるに値するものと判定された。
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